
     

SPACIA RUBADUB vol.15 2012 4 

Take a wander ～街中をぶらぶら歩こう～ 特集 

オオーーププンンカカフフェェとと歩歩行行者者天天国国とと  
～公共空間を活用して 

名古屋都心で街なか回遊を楽しむ～  井澤 知旦  

 

は
じ
め
に 

名
古
屋
の
ま
ち
づ
く
り
の
特
徴
と
い
え
ば
、

戦
災
復
興
事
業
に
よ
り
創
り
だ
さ
れ
た
、
道
路

を
は
じ
め
と
す
る
公
共
空
間
の
豊
か
さ
に
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
評
価
を
見
れ
ば
、
「
道
路
を
横
断

ば
か
り
し
て
い
る
感
覚
」
「
す
べ
て
が
表
で
、
路

地
の
よ
う
な
裏
空
間
が
な
く
、
変
化
に
乏
し
い
」

と
い
う
否
定
的
な
意
見
も
よ
く
聞
く
。
こ
の
こ

と
は
公
共
空
間
の
量
の
多
さ
が
問
題
な
の
で
な

く
、
使
い
方
に
問
題
が
あ
る
。 

そ
こ
で
、
そ
の
回
答
の
一
つ
に
二
〇
〇
〇
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
道
路
の
歩
道
空
間
を
活
用

し
た
久
屋
大
通
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み

が
あ
り
、
も
う
一
つ
は
昨
年
（
二
○
一
一
年
）

に
二
十
七
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
南
大
津
通
の
歩

行
者
天
国
の
社
会
実
験
が
あ
る
。 

こ
の
豊
か
な
公
共
空
間
ス
ト
ッ
ク
を
ど
の
よ

う
に
街
な
か
回
遊
に
資
す
べ
き
か
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
向
を
整
理
し
て
お
く
。 

 

久
屋
大
通
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
最
近 

久
屋
大
通
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
ラ
バ
ダ
ブ
紙
上
に
お
い
て
○
二
年
と

○
七
年
の
二
回
記
事
に
し
た
（
弊
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
そ
れ
ら
の
記
事
を
掲
載
。
ご
参
照
く

だ
さ
い
）
。
今
回
の
十
二
年
で
ち
ょ
う
ど
五
年
間

隔
と
な
っ
て
再
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
ど
の

よ
う
に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
中
心

に
記
述
す
る
。 

①
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
立
地
偏
在
…
…
…
当

初
は
百
貨
店
の
協
力
を
得
る
た
め
、
広
小
路
通

以
南
を
中
心
に
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
今
で
は

桜
通
以
北
に
集
中
し
て
立
地
す
る
。
昨
年
九
月

の
事
例
で
は
全
体
で
十
二
ヶ
所
が
設
置
さ
れ
た

が
、
う
ち
桜
通
以
北
は
十
ヶ
所
で
あ
り
、
錦
通

以
南
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
立
地
が
偏
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
久
屋
大
通
の
賑
わ
い
は

桜
通
～
広
小
路
通
の
区
間
に
あ
る
。
そ
こ
は
地

下
街
の
メ
イ
ン
通
り
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
下

鉄
交
通
の
結
節
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
上
と

地
下
を
結
ぶ
出
入
口
が
あ
り
、
そ
の
付
近
に
は

合
法
・
不
法
の
駐
車
自
転
車
が
多
い
た
め
、
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
設
置
し
づ
ら
い
環
境
に
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
桜
通
以
北
は
一
部
に
地
下
駐
車

場
へ
の
出
入
り
口
が
あ
る
も
の
の
、
歩
道
を
フ

ル
に
使
え
て
、
比
較
的
交
通
量
の
少
な
い
道
路

を
隔
て
て
閑
静
な
公
園
が
あ
る
環
境
は
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
に
向
い
て
い
る
。
し
か
も
背
後
地
は

高
級
な
都
心
居
住
地
と
な
っ
て
い
る
。 

②
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
設
置
目
的
…
…
…
十

二
ヶ
所
中
九
ヶ
所
が
飲
食
店
に
よ
る
設
置
と
な

っ
て
い
る
。
残
り
三
ヶ
所
の
う
ち
物
販
が
一
ヶ

所
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
二
ヶ
所
あ
る
。
持
続
性
を

求
め
る
な
ら
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
名
の
と
お

り
飲
食
が
中
心
と
な
る
が
、
現
状
で
は
売
り
上

げ
拡
大
と
い
う
よ
り
も
、
不
法
駐
輪
対
策
を
含

め
た
地
域
の
環
境
向
上
（
高
級
感
の
演
出
）
に

あ
る
よ
う
だ
。
事
実
、
周
辺
で
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
が
販
売
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
折
込
広
告

に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。 

           

③
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
質
的
向
上
…
…
…
当

初
は
出
し
入
れ
し
や
す
い
よ
う
に
、
レ
ン
タ
ル

の
軽
量
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
を

提
供
し
て
い
た
が
、
一
年
三
六
五
日
設
置
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
自
前
で
そ
れ
ら
を
用

意
す
る
店
も
現
れ
て
き
た
。
木
製
の
椅
子
と
テ

ー
ブ
ル
と
紺
の
木
製
パ
ラ
ソ
ル
や
洒
落
た
ア
ル

ミ
性
の
も
の
な
ど
で
あ
る
。
持
続
条
件
は
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
の
質
を
高
め
て
い
く
。 

          

南
大
津
通
の
歩
行
者
天
国
の
社
会
実
験 

こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
弊
社
の

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
て
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る

（
二
○
一
一
・
十
一
・
七
）
。 

南
大
津
通
（
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
で
歩
行
者

天
国
が
社
会
実
験
と
し
て
、
九
月
十
八
日
～
十

一
月
十
三
日
ま
で
の
日
曜
日
（
正
午
～
午
後
五

時
）
に
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
南
大
津
通
歩
行

者
天
国
協
議
会
で
あ
る
。
名
古
屋
ま
つ
り
を
除

く
八
回
の
実
施
と
な
っ
た
。 

名
古
屋
で
歩
行
者
天
国
の
実
施
は
二
度
目
で

あ
る
。
一
九
七
○
年
九
月
六
日
～
八
四
年
九
月

末
ま
で
の
十
四
年
間
で
あ
る
。
道
路
上
で
の
舞

台
の
設
置
や
ゲ
ー
ム
等
を
禁
止
し
た
た
め
、
歩

く
だ
け
の
道
路
で
は
魅
力
が
な
く
、
利
用
者
の

減
少
や
ゴ
ミ
等
へ
の
批
判
、
周
辺
道
路
へ
の
交

通
混
雑
の
顕
在
化
に
よ
り
、
地
元
商
店
街
か
ら

中
止
の
要
請
が
出
さ
れ
て
、
中
止
さ
れ
た
。 

今
日
は
環
境
の
時
代
、
都
心
は
歩
い
て
楽
し

む
時
代
と
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
時
代
背
景
で

の
社
会
実
験
で
あ
る
が
、
気
づ
い
た
課
題
を
整

理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

①
歩
い
て
楽
し
い
歩
行
者
天
国
を
…
…
…
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
車
道
上
を
単
に
歩
く
だ
け

で
は
、
歩
道
幅
が
広
が
っ
た
だ
け
で
面
白
み
は

全
く
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
二
十
七
年
前
と
同

様
に
中
止
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
名
古
屋
で
は

歩
行
を
阻
害
す
る
と
い
う
理
由
で
道
路
上
で
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
最
終

段
階
で
民
地
内
で
は
あ
る
が
音
楽
ラ
イ
ブ
が
実

施
さ
れ
、
楽
し
み
を
提
供
し
て
い
た
。
ル
ー
ル

を
決
め
て
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
提
供
す
べ

き
で
は
な
い
か
。 

            

②
歩
け
ば
疲
れ
る
、
休
憩
施
設
を
…
…
…
歩

け
ば
人
々
は
疲
れ
、
高
齢
者
が
増
え
れ
ば
疲
れ

る
人
々
も
増
え
る
。
歩
道
は
通
行
が
原
則
の
た

め
、
休
憩
の
た
め
の
ベ
ン
チ
は
少
な
い
。
今
回

の
歩
行
者
天
国
で
は
右
折
レ
ー
ン
の
３
ヶ
所
で
、

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
セ
ッ
ト
が
置
か
れ
て
い
る
の

み
で
あ
る
。
実
態
を
見
る
と
中
央
分
離
帯
の
ブ

ロ
ッ
ク
や
衝
突
防
止
壁
に
腰
か
け
る
人
が
如
何

に
多
い
こ
と
か
。
一
つ
の
レ
ー
ン
を
潰
し
て
休

憩
レ
ー
ン
を
つ
く
る
ぐ
ら
い
が
適
当
で
あ
る
。 

            

③
継
続
で
き
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
…
…
…
警

備
員
も
雇
っ
て
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら

協
議
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
か
か
り
き
り
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
は
人
的
労
力
だ
け
で
な
く
、
資

金
も
か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
各
店

の
売
り
上
げ
が
大
き
く
伸
び
れ
ば
実
施
し
甲
斐

が
あ
る
と
い
う
も
の
の
、
で
な
け
れ
ば
持
続
性

は
担
保
さ
れ
な
い
。
ま
た
道
路
空
間
管
理
を
前

提
に
エ
リ
ア
広
告
を
認
め
る
な
ど
、
管
理
の
た

め
の
資
金
の
確
保
も
必
要
と
な
ろ
う
。
に
ぎ
わ

い
と
売
り
上
げ
向
上
に
向
け
た
沿
線
店
舗
の
協

力
、
そ
し
て
前
述
①
と
②
、
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
を
発
揮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

公
共
空
間
を
使
い
こ
な
す 

是
非
、
南
大
津
通
の
歩
行
者
天
国
と
久
屋
大

通
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
道

路
幅
員
が
広
い
名
古
屋
な
ら
で
は
の
活
性
化
を

図
り
、
名
古
屋
の
名
物
と
し
て
全
国
に
発
信
し

た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
利
用
者
本

位
の
使
わ
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
継
続
性

が
担
保
さ
れ
て
い
る
か
が
、
今
こ
こ
で
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

 名古屋の都心は道路や公園などの公共空間が豊かなことで有名である。

久屋大通のオープンカフェの取り組みもすでに 11 年目を迎え、昨年新た

に南大津通で 27 年ぶりの歩行者天国が社会実験として復活した。環境の

時代、都心を歩いて楽しむ時代にあって、これらの取り組みは重要性を増

しているが、いくつかの壁もある。地域がエリアマネジメントすることで、

利用者ニーズに応え、街なかを楽しめる環境を創っていきたい。 
2011.9.18 歩行者天国の様子 

路上パフォーマンス？ 

質の高いお洒落なオープンカフェ 

歩き疲れて休憩する 

最も利用されているオープンカフェ


